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手待ち時間の削減等関係者間の協力による拘束時間短縮北海道

←----·---―---....—• ·—-_j

►発荷主企業：水産物加工会社、水産物販売会社
道東地区（水産物加工会社1社）、道南地区（水産物加工会社1社、水産物販売会社

1社）の計3社

►実運送事業者
道東地区1社（札幌市中央卸売市場まで片道約400km、道南地区1社（同じく片道約

200km)の計2社

►着荷主企業：卸売市場荷受会社（卸売業者）
札幌市中央卸売市場の荷受会社（大卸）2社

►卸売市場荷受作業（小揚）会社

市場内の物流を担当する運送会社2社

►荷種

水産物（道東地区と道南地区から札幌市中央卸売市場への水産物輸送）

●荷受会社あて積荷明細の事前にFAX送信による手待ち時間の短縮
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道東～札幌市の往復運行の返路貨物がな

各嗜醤迄茫茫評だ翌。で      I
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水産物輸送の貨物特性·時間特性·作業特性等から、この種の「市場向け輸送」については、拘束

時間の長時間化は止むを得ないこととされていた。しかし現在では、コンプライアンスや安全を重視
し、改善基準を順守して運転者の拘束時間を短縮化するため、各輸送事業者の運行の見直しや、

荷卸しの待機時間の短縮に取り組んだ結果、水産物の安定した輸送に寄与している。

荷受会社あて積荷明細の事前にFAX送信による手待ち時間の短縮
FAX受信の割合は、事前事後で約30％から約40％と10％向上。従前に比べ10％の車両（ドライ

バー）が、荷札の作成のために要する手待ち時間である約30分を短縮。

運送事業者の自助努力による運行計画の見直し

札幌発道東向けの返路貨物（雑貨）を確保することにより、3日運行に変更し、休息期間が確保で

きるように改善

発荷主と運送事業者の連携による出発時刻のルール化(2015年末に実施）

運送事業者が各荷主を訪問し、締切時間の厳守を文書で要請、荷主側の協力を得られ安定した輸

送に。

札幌市中央卸売市場側での荷卸し時間の延長(2017年3月20日夜以降）

水産棟内のレイアウト変更による荷卸し時間の拡大(2時締切→3時30分締切）を実施予定。ト

ラックの荷卸し時間の短縮、運転者の拘束時間の削減が期待。

長距離運行等による運行計画の難しさから拘束時間が長時間化している。

道外向け貨物を途中で積み替える中継輸送が必要なことにより拘束時間が長時間化している。
市場での手待ち時間の発生が拘束時間に影響を及ぼしている。

施設が狭いために、施設内で荷卸し作業ができず、労力と時間を要している。

水揚げや生産の時間から輸送までの時間的な余裕がない。

輸送計画・輸送需要が天候に左右される。

発着地とも、荷主である出荷業者・荷受業者が改善の取り組みに積極的であったことが大きい。特

に、到着地では、前述したように多くの関係事業者がある。その調整・協議を進めながら水産棟内で
の荷卸し時間の拡大を推進した大卸業者のリーダーシップにより、今後も運転者の待機時間·荷役

時間の短縮に成果が出ることを期待する。

発荷主と運送事業者の連携による出発時刻のルール化

運送事業者の自助努力による運行計画の見直し
荷受作業の効率化に向けた協力体制の構築

1)発荷主からの事前出荷情報の徹底

2)荷役設備の改良

札幌市中央卸売市場における施設改善

1)市場内あるいは隣接地等における中継貨物スペースの確保

2)廃道における上屋等の設置による荷受けスペースの拡大

⑤その他（契約の書面化の推進）
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